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出稼相談所を 開設 

市 民 相 談 室 に 

 

 

出稼者は年々増加し、当市でも、昭和38年相月から昭

和39年 9月までiこ 3.545人（出稼登録している方）があ

ります。、 

なかに師、音信がなく行方不明になつているとか、賃

金の不払にき困つているなど、直接生活にひびくことが， 

相当あるときかされております。 

これら解決をはかろうと、昨年10月、県出稼対策協議

会が発足し、ド討の結果、市町村に出稼相談所を作るこ

とになりました。 

当市も、市k相談室に出稼相談所を設け、みなさんの

ご相談に応じにおりますから、お気軽にご利用してくだ 

さい。 	I 

38年 9月 ～ 39年10月までの当市の出稼者 

ノ県 内 

	

県 	外 	1. 266 人 

計 	3. 5 4 5 人 
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暴
力
追

放
な
ど
を
宣
言
 

防
 
犯
 
協
 
会
 
で
 

◇
…
 
五
所
川
原
市
防
犯
協
会
は
、
五
月
二
十
九
日
・
；
◇
 

◇
…

総
会
を
開
き
、
最
近
、
社
会
問
題
と
な
つ
て
 
…
◇
 

◇
…
 
い
る
暴
力
な
ど
を
な
く
し
、
明
る
い
町
を
つ

・
：◇
 

◇
…
く
ろ
う
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
宣
言
を
し
ま
し
た
 
：・
◇
 

暴
 

力
 

追
 
放
 

宣
 

言
 

最
近
、
暴
力
問
題
が
全

国
的
な
社
会
問
題
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い

来
、
暴
力
追
放
運
動
が
、
 各
界
層
の
支
援
と
協
力

の
も
と
に
、
 大
き

な
社
会
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
、

着
々
と
そ

の
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ

る
が
、
今
な
お
絶
減
し
得
な
い
状
態
で
あ
る
。
 

わ
が
五
所
川
原
市
に
お
い
て
も
、
 い
ま
だ
暴
力
は

地
域
の
平
穏
を

脅
か
し
、
市
民
生
活
に
不
安
を
与
え
て
お
り
、

特
に
青
少
年
の
健
全

育
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
、

ま
こ
と
に

遺
憾
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

わ
れ
わ
れ
は
、
 平
素
よ
り
『
明
る
い
町

づ
く
り
』
 
に
挺身
す
る
も

の
と
し
て
、

今
後
は
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
、
 
一
層
地
域
住
民
と
関

係
方
面
と
の
連
絡
を
密
に
し
、

強
力
な
『
町
ぐ
る
み

運
動
』
を
醸
成

し
て
、
 こ
の
問
題
と
対
処
し
、
 も
つ
て
五
所
川
原
市
か
ら
完
全
に
暴

力
を
追
放
し
、

姉
わ
せ
て
青
少
年
建
全
育
成
に
遊

進
す
る
こ
と
を
宜

言
す
る
。
 

水
 
死

事
故

防
 
止
 
宣
 
言
 

わ
た
し
た
ち
の
地
域
か
ら
、
 昨
年
水
死
事
故
に
ょ
り
六
人
、

今
年

は
す
で
に
二
人
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ょ
う
に
多
数
の
人
命
が
、

特
に

幼
児
学
童
が
水
魔
の
犠
牲
と

な
り
、
 こ
れ
が
天
災
の
た
め
や
む
を
得
な
か
つ
た
と
の
如
く
、

毎
年

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

人
命
尊
重
が

強
く
叫
ば
れ
て
い
る
今

日
、
ま
こ
と
に
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

こ
の
悲
し
む
べ
き
過
去
を
、
 二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
ょ
う
に

ま
た

地
域
住
民
全

体
の
幸
せ
の
た
め
に
も
、

地
域
住
民
「
丸
と
な
つ
て
こ

れ
に
当
り
、
よ
死
事
故
を
な
く
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。
 

青
少

年
犯
 
罪
 
防

止
 
宣
 
言
 

青
少
年
に
よ
る
犯
罪
が
、
 逐
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
我
等

が
深
く
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

然
し
て
、
 今
に
し
て
、
 こ
れ
が
防
止
の
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
悔

を
永
劫
に
残
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

こ
の
と
き
に
当
り
、
 次
代
を
担
う
青
少
年
の
善
導
は
急
務
で
あ
り

我
々
は
、
相
携
え
て
青
少
年
犯
罪
の
温
床
と
な
る
有
害
環
境
、
 広
告

物
等
の
排
除
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、

進
ん
で

青
少
年
と
接
し
、
愛

情
を
も
つ
て
問
題

の
解
決
に
あ
た
り
、
 五
所
川
原
市
か
ら
青
少
年
犯

罪
を
駆
逐
す
る
こ
と
を
期
す
る
 
右
宣
言
す
。
 

寄
附
者
芳
名
板
が

完
成
 

ー

市
民

文
化
会
館
ー
 

五
所
川
原
市
民
文
化
会
館
の
 

施
設
や
、
設
備
の
充
実
の
た
め
 

」
麟
鱗
 
麟
麟
響
難

難
灘

」
 

ご
寄
附
く
だ
さ
 

議
灘
鷲
鷲
議
灘
難
 
れ
た

方
々
の
寄
 

iJ
rc

* 

附
者
芳
名
板
が

こ
の
ほ
ど
会
館

ホ
ー
ル
正
面
に

と
り
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
 

芳
名
板
は
、
 

鋼
板
に
彫
刻
し

た
も
の
で
す
。
 

ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
方

々
に
、
 厚
く
お

礼
い
た
し
ま
す
 

写
真
 

ホ
ー
ル
正
面

に
つ
け
ら
れ

た
芳
名
板
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艶或Y (6月11日～20日 ） 

、 

〇稲 作…水田水温を高めて、初期生育の促進をノ 

心配された田植も、一部区画整理田を除いては、例

年より 4~ 5 日おくれて終つた。しかし、暖候期長期

予報は依然として悪い。 

加えて、稲の生育は平年にくらべておとつている、 

これをばん回するには、水田水温を高めて、初期生育

の促進をはかる以外に方法はない。つぎの事項を留意

し、水管理’こ一層の努力と工夫をしてください。 

◇異常低温情報が、ラジオ、テレビ等でだされること

になつている。これは、低温が 3 日以上つづくと予想

される場合にだされることになつているので、よく注

意して万全を期せられたい0 

◇水管埋 

，コ ④漉観は、気温と用水温の差の少ない夜間、または

早朝におこなうようにつとめ、昼間は止水として水地

温の上昇をはかる。水尻からの流水やかけ流しはでき

るだけやらない。 

⑨異常低温でない限り浅水をする。浅水は深水にく 

らべて水温が夜は低いが昼は高いから、通常は浅水と 

し、水地温を高めて分けつの促進をはかる。 瞬玉諮 

⑤冷水がかり地帯は、極り水温上昇対策をとる。 

（昼間止水、夜間濯慨法、ポリチユープ、分散湛概、 

温水溜池、水口変更、 0 ED使用、用水路雑草除去等） 

（五所川原農業改良普及所） 

五
所
川
原
市
臨
時
市
議
会
は

五
月
二
十
九
日
開
か
れ
、
提
案

さ
れ
た
十
議
案
を
可
決
し
、
同

日
閉
会
し
ま
し
た
。
 

こ
の
議
会
で
き
ま
つ
た
、
主

な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
 

▽
昭
和
四
十
年
度

一
般
会
計
補

正
予
算
、
繰
上
充
用
金
六
、
 

九
二
六
万
四
千
円
を
追
加
し

総
額
七
億
九
、
〇
二

一
万
一

千
円
と
し
た
。
 

マ
五
所
川
原
市
総
合
開
発
審
議

会
条
例
の
制
定
。
 

み
な
さ
ん
が
、
料
金
を
支
払

つ
て
映
画
館
等
に
入
場
す
る
と

き
は
、
入
場
税
を
納
め
た
し
る

し
と
し
て
、
か
な
ら
ず
、
入
場

券
の
半
分
を
受
け
と
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
よ
う
。
 

み
な
さ
ん
が
納
め
た
入
場
税

は
、
交
付
税
と
し
て
地
方
へ
還

元
さ
れ
。
市
町
村
の
事
業
に
使

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
人
場
券
の

半
片
受
け
と
り
に
協
力
い
た
し

ま
し
よ
う
。
 

五
所
川
原
税
務
署
 

児
童
扶
養
手
当
の
 

所

得
状
況

届
を
 

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
六
月
中
に
所
得
状

況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
届
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
 

児
童
扶
養
手
当
を
も
ら
え
な
く

な
り
ま
す
か
ら
、
お
忘
れ
な
く

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

届
出
に
は
、
か
な
ら
ず
印
か

ん
を
お
持
ち
に
な
つ
て
、
市
福

祉
事
務
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
 

臨

時
市
議
会
 

補
正

予

算
な
ど

き

め
る
 

入
場
券
の
半

片

を

う
け
と
り
ま
し
よ
う
 

例
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
身

障
者
福
祉
法
に
も
と
づ
く
、
巡

回
診
査
と
更
生
相
談
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

身
障
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、

・

障
害
者
で
手
帳
を
お
持
ち
で
な
 

身

障
者

巡

回
診

査
 

と
 
更
 

生
 
相
 

談
 

い
方
も
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
手
帳
と
印
か
ん
は
、
 

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

耳
鼻

科
 
6
月
2
8日

（
月
）
 

眼
 

科
 
7
月
9
日

（
金
）
 

整
形
外
科
 
7
月
2
1日

（
水
）
 

場
所
 
五
所
川
原
中
央
公
民
館

受
付
 
午
前
九
時
ー
午
後
二
時

料
金
 
無
料
で
す
 

を
得
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た

び
第
五
集
ク
考
え
た
い
赤
ち
や

ん
の
育
て
方
ク
指
導
n
中
村
小

児
科
医
院
 
中
村
貞
雄
先
生
、
 

を
発
行
し
ま
し
た
。
 

駐車7_ 9ぐ刈方通行 
	

，揮禁止 7-円時 

t 	 	熱 
五農高 、 

弘前 ,、 〇車両道入禁上 

昭和 40年 6 月 15 日 

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
 

第
五
集
を
発
行

保
険
課
で
は
、
こ
れ
ま
で
ク

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
 
（
第
一
集
 

ー
第
四
集
）
を
発
行
し
、
好
評
 

県公安委員会は、 6 月 3 日 匡士叫可オ丞『L 
新町 1番地（家政高校へ入 畔LニIユ万ぐ」」一 

る角）から栄町五農高前ま 	新町 1 番地 

での 900 mを，駐車禁止区 

域とした。この区域は、道路がせまく、交通量が

多いので、交通の緩和と歩行者の安全をはかるた

め駐車禁止区城を延長したものです。 

これにより、大町丸大薬局角から、五農高前※  

'4dう丈.左1二 E二 ※までの 1 .500 n が駐車禁 

ー’ー’ーー’ 止区城となります。 6 月中 

ー五農高前 	は指導期間とし、 7 月 1 日 

から実施することになつて

おりますから、お互に違反のないようにしましよ

う 0 また、旧ロータリー角から青銀横に通ずる道

路は一方通行ですから、青銀横の方からは車がは

いれません。違反のないようにしましよう。 

区域を延長 

ー五農高前 
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